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バカマツタケの完全人工栽培に成功 

１． 技術情報 

＜技術背景＞ 

きのこは、私たちが古くから食べてきた食材です。また、シイタケ、マイタケ、ブナシメジなど人

工栽培が可能になったことで、いつでも食卓に並ぶようになっています。 

しかしながら、植物と共生する「菌根菌」に分類されるきのこは、生きた植物から栄養をもらい

ながら成長するという特徴から、人工栽培が難しいとされています。特に、マツタケ近縁種は、日

本人に好まれるきのこであることから、多くの研究者が「完全人工栽培※１」に取り組んできました

が、成功した例がありません。 

バカマツタケ（学名：Tricholoma bakamatsutake）は、マツタケ近縁種のきのこで、香り、味はマ

ツタケ以上とも言われています。マツタケより小ぶりで、赤松以外の植物（ブナ科）と共生し、発生

時期が一ヶ月ぐらい早い（8 月下旬～9 月下旬）のが特徴です。そのため、地域によっては早松

（さまつ）と呼ばれ、珍重されていますが、一般の店頭に並ぶことはほとんどありません。 

＜研究開発＞ 

当社では植物に頼らない培養系でバカマツタケの完全人工栽培に取り組みました。植物と共

生しないことで培養期間が短く、「季節を問わず年中供給」できるメリットがあります。また、室内

環境で栽培できることは、自然環境で育ったものと異なり「虫混入の心配がない」メリットも生まれ

ます。約 6 年間の研究期間を経て、マツタケ近縁種のきのこで初となる完全人工栽培に成功※2

しましたので概要を紹介します。 

研究開発の早い段階から、バカマツタケ原基（バカマツタケの赤ちゃんのようなもの）の形成に

は成功していました。しかしながら、子実体（傘をもつきのこの形態）にすることができず、原基か

ら子実体への形態変化を促すための各種シグナルを試し続けました。植物共生時の植物との

やり取りが分かっていない中での検討でしたので、試行錯誤の連続でした。 

2018年4月3日、検討していた実験系の中からバカマツタケ※3の子実体が確認されました（培

養期間約 3 ヶ月）。得られたバカマツタケのサイズは、長さ約 9cm、重さ 36g で、天然のものより

やや大きいくらいでした。その後も、バカマツタケ子実体が形成されています（合計 14 本）。食味

も確認しましたが、バカマツタケ特有の香りも強く、良好な食感が感じられるものでした。 

マツタケ近縁種は、植物との共生が必須と考えられていました。今回の研究成果は、その定

説を覆すものであり、学術上の大きな発見になります。私たちの生活にとっても、菌床栽培（一般

的な食用キノコの栽培方法）の技術であることから、バカマツタケが身近なキノコになることが期

待されます。 

※１ 完全人工栽培；天然のきのこから分離した菌株を、植物と共生せず、室内の人工栽培環

境下のみできのこを得る方法。 

※2 近年、人工的に菌糸を増やしたあと、自然環境にある木に共生させてバカマツタケを得た

報告がありますが、自然環境に頼らない完全人工栽培はありません。 

※3 バカマツタケの子実体であることは、遺伝子解析で確認済。 
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